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【キーワード】 累加の「も」、取り立て助詞、誤用、コクランの Q 検定、マクネマ
ー検定 
 

































  (1)  A: 駅前のスーパー、野菜がすごく安いよね。 
    B: 魚も安いよ。 
  (2)  A: あーあ、海外旅行に行きたいなあ。 
    B: えー、今はお金がないから無理だよ。国内旅行も行けないよ。 
  (3)  A: グランパ、こんにちは。 





























 その後、累加の「も」は、『げんき』においては第 4 課の動詞文でも扱われてい
る。この課で「は」以外に「が」「を」に代用して「も」を使う例が紹介される。 







           （『げんき』2 課より） 
 メアリーさんはくつを買いました。 
 メアリーさんはかばんも買いました。 
           （『げんき』4 課より） 
 私の母は猫を三匹も飼っています。 
           （『げんき』14 課より） 

































     大阪にも行きました。 
           （『げんき』4 課より） 
 わたしの学校からは海と山が見えます。 
 弟の学校からも海と山が見えます。 
            （『みんなの日本語』27 課より）  





  (4) *そして、日本語と専問、両方も勉強しています。 
  (5) A: 私は昨日、京都に行きました。 
   B: *私は、京都も行きました。   （A と B は別の人物） 
 市川（2001）はまた、誤用そのものの分類についても述べており、それによると、
誤用は以下の６種類に分類することができる。 
 (1) 脱落(omission) 
 (2) 付加(addition) 
 (3) 誤形成(misformation) 
 (4) 混同(alternating form) 
 (5) 位置(misordering) 


























































































と呼ぶ）の 2 グループに分けて分析を行った。 
 
5.2 テスト問題 
 テスト問題は全 5 問から成り立っている。問題は被験者が助詞を書き込む形式で
行った。被験者には下記の例のように二つの活動を表す絵と共に、第 1 文と第 2 文
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を用意した。第 1 文は、最初の絵を表す文で、累加の「も」を使用するための前提



















（  ）に（  ）掃除
そ う じ
（  ）しました。 
     ⇓ 




（ ☓ ）に（ ☓ ）掃除
そ う じ












 以降、全 5 問についての詳細を記す。実際の問題は、本稿末に添付する。 




































図 1 習得確認テスト例題 
























の他の助詞の間違いは考慮に入れなかった。小数点の処理を考慮し、1 問を 10 点と
し 50 点満点で集計した。集計の結果、初級グループ 61 名の平均点が 30.98、中級
グループ 56 名の平均点が 42.45 となった。2 グループ間の差異を t 検定にかけたと
ころ、p < 0.05 で有意な差が確認された（表 1 参照）。 
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表 1 初級グループと中級グループの平均点の比較 
 初級グループ 中級グループ 
平均 30.98  42.45  
分散 162.35  161.18  
観測数 61 53 
自由度 112  
t  -4.80   
P(T<=t) 片側 2.45E-06  
 




         表 2 設問毎の正答率 
  Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 
初級グループ (n=61) 67.2% 55.7% 75.4% 49.2% 62.3% 
中級グループ (n=53) 81.1% 88.7% 88.7% 77.4% 88.7% 
 














検定を行ったところ初級グループにおいて p < 0.05 で有意な差が認められた。そこ




Q3-Q4 0.00468  0.05/10 0.00500  有意 
Q2-Q3 0.02846  0.05/9 0.00556  非有意 
Q1-Q4 0.04819  0.05/8 0.00625  非有意 
Q4-Q5 0.10247  0.05/7 0.00714  非有意 
Q3-Q5 0.11666  0.05/6 0.00833  非有意 
Q1-Q2 0.20867  0.05/5 0.01000  非有意 
Q1-Q3 0.25135  0.05/4 0.01250  非有意 
Q2-Q5 0.37109  0.05/3 0.01667  非有意 
Q2-Q4 0.41422  0.05/2 0.02500  非有意 
Q1-Q5 0.54851  0.05/1 0.05000  非有意 
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で、さらに初級グループについては、全 5 問間 10 ペアーでの多重比較をマクネマ









プでは平均点がおおよそ 31 点ということで、5 問中 3 問程度の正解となっており、
さらに、全問正解者数を見ると 61 名中わずかに 8 名の 13.1%となっている。このこ
とからも、初級段階では、まだ、「も」の運用の習得には至っていないということ
が明らかである。中級グループのデータの詳細を見ると、平均点がおおよそ 42 点






「も」は semantic particle と呼ばれるように文意を決定する重要な意味を持ってい
る。その位置が正しい位置になければ、文意が全く違ったものになってしまうので
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 次に、設問間での正答率の違いから言えることは、目的格の「を」に代わって「も」
を配置する設問 3 に比較して、主格の「が」に代わって「も」を使用する設問 4 の
方が初級学習者にとっては難易度が高いということである。中級グループにおいて
は、設問 2, 3, 5 の正答率が 53 名中 43 名で 88.7%と高く、設問 4 の正答率が 53 名中


























（A さんが、B さんと C さんからメールをもらったという状況で） 
先生：A さんは、昨日 B さんからメールをもらったんですか。 
A：*はい、C さんはメールもくれました。 
 




















を発し、学生 A が「京都に行きました」、学生 B が「カラオケに行きました」、学生
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